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一般質問通告書 
通告順番 ３ 番 

通告者  村山 龍一 議員 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 肥後大津駅周辺整備計画に

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）肥後大津駅の整備について 

肥後大津駅は１９１４年（大正３年）６月２１日に鉄道院の宮路軽便線の最終

駅として開業した。１９９９年（平成１１年）１０月１日に熊本大津駅間が電

化となり、２０１１年（平成２３年）１０月１日に大津南駅南口が開設した。

２０１４年には、開通１００周年のイベントも開催され、昨年で、１１０周年

を迎えた。 

 今回、阿蘇くまもと空港アクセス鉄道が、肥後大津ルートとなり、令和９年度

から整備着手、令和１６年度の開通を目指すと説明があった。これは、１００

年に一度のチャンスであると考える。肥後大津駅の整備、駅を抜ける南北道路

の整備や駅周辺開発をどのように行っていくのか。町長の考えを問う。 

（２）老人福祉センターについて 

大津町老人福祉センターは、１９９０年（平成２年）に現在の場所に移転し開

設した。建築から３５年が経過し、施設の老朽化や現在の機能性に欠けるなど

の話を聞くが、肥後大津駅周辺整備において、老人福祉センターの建て替えや

子どもから高齢者までを対象とした総合福祉センターにするなどいろいろな

方々が使用できる多面的な施設にするのか。現在の場所から移転をするのか。

どのように考えているのか町長の考えを問う。 

（３）大津中央公園について 

大津中央公園の場所は、１９３８年（昭和１３年）に大津町企業誘致第１号と

してアルコール工場が完成し操業を開始した。その後、操業を停止し、大津町

が買収し、２０１２年（平成２４年）に大津町中央公園としてオープンした。

中央公園は、町の中心部に位置し、子育て健診センターと連携し、子どもたち

が安心安全に遊べる場であり、世代間を超えた町民の交流と憩いの場であり、

防災機能を確保した防災広場である。今回、阿蘇くまもと空港アクセス鉄道の

ルートになると思われるが、中央公園の代替地や代替えの機能をどうするのか。

町長の考えを問う。 
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２ 企業誘致のための用途につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大津町は１９７５年（昭和５０年）に町内全域が、都市計画区域となり、１９７９

年（昭和５４年）に住居専用地域、住居地域、商業地域、工業地域など用途地域の指

定を行った。その後、住宅の開発や商業施設の進出の状況に合わせて用途地域の変更

を行ってきている。 

 用途地域の中で、室工業団地は、工業地域として指定を行っているが、住宅は建設

できるため、工場の隣に住宅が建築され、操業に支障がある企業も出てきている。ま

た、住宅密集地に工場があったので、郊外に工場を移転したところ、近隣に住宅が建

ったので、操業に支障をきたしている。 

 用途地域外では、工場を建設したが、近隣に住宅が建ち、近隣の住宅から苦情を言

われて操業に支障がでてきているなど、企業の方々からの声を聞く。安心して企業が

操業できる環境を作るのが町の責任であると考える。また、住宅を建てた方も、安心

して住めるところに住宅を建設できる状況にしないといけないと考える。今後、特別

用途地区や特定用途制限地域を設定して、企業活動に支障がないような地域をつくっ

ていくのか。町長の考えを問う。 
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